
実践例「体育」 

 

 

 

 

 

 
【題材・単元名】 
「柔道をやってみよう」 
 
【対象学年】 
中学２年生 
 
【ねらい】 
・同年代の友達と、普段できない学習をする。（川越特別支援学校生徒Ａ） 
・日本の武道を通して、お互いの理解を深める。（支援籍校生徒） 
  

時間 活動内容 
目標 留意点 

○生徒Ａ ◎支援籍校生徒 ○本校 ◎支援籍校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１、あいさつ 
 
２、自己紹介 
 
 
 
 
３、授業の内容の説明 
 
４、準備体操 

ラジオ体操 
 

５、道着に着替える 
 
６、柔道の簡単な技 
 
 
 
７、振り返り 
 
８、あいさつ 
 
９、片付け 
 
 
 
 
 

○注視する。 
 
○伝える。 
 
 
 
 
○注視する。 
 
○腕をしっかり伸ばし
て運動する。 
 
○質問をする。 
 
○相手の動きに合わせ
て、自身の身体を動か
す。 
 
○感想を言う。 
 
 
 
○協力する。 

 
 
◎聴く。 
◎障害に関心を持つ。 
◎どんな工夫をして
いるか、感じ取る。 
 
 
 
 
 
 
◎一緒に着替える。 
 
◎相手の動きに合わ
せて、自身の身体を動
かす。 
 
 
 
 
 
◎コミュニケーショ
ンを図る。 
◎協力する。 
 

☆環境の調整 
・明るい部屋の電気を消す
（光刺激） 

・カーテンを引く  
（視覚刺激） 

・格技場（空間の広さ） 
 
 
○生徒Ａの実態に合わせ
て、表出できる教具を準備
する。 
 
 
◎「わかる」言葉を使う。 
 
 
○◎自然にコミュニケー
ションできるように見守
り、必要な声かけをする。 

 
【評価】 

・柔道に関心を持つことができたか。 

・生徒Ａに声かけやお手伝いができたか。 

 

 

【支援籍学習の目的】川越特別支援学校ガイドラインより 

○地域との関係を深めるとともに、在籍校（学級）以外の学校（学級）において学ぶことにより、 

「社会で自立できる自信と力」を育む。（川越特別支援学校） 

○同じ地域に住む障害のある児童生徒と学級の一員として学ぶことにより、「心のバリアフリー」を育む。

（支援籍校） 

【支援籍校教員から】 

・発語がないのに、工夫を凝らして表現をしようとして

いたことがすごいと思った。 

・スポーツを通して心がつながったという生徒がいた。 

・マット運動と共に授業展開をしたため、身体を大きく

動かした取り組みができた。 

 


